
 

                          

  

 

 

 

  

笑顔いっぱいに始まった始業式から、入学式を迎えたり、一緒に学習したりしました。しかし

ながら４月 10日から休校となり、この度、休校が再延長となりました。子供たちと会えない日々

が続いていますが、早く子供たちと一緒に活動できる日が来ることを願うばかりです。 

今まで経験したことのない長期の休校を乗り越えてくことは、大変なことですが、子供たちが

笑顔いっぱいになれるよう精一杯支援していきたいと思います。保護者の皆様におかれましても

たくさんのご協力をいただいていることに感謝申し上げます。引き続き子供たちのために心を一

つにがんばっていきましょう。 

５年生だよ、全員集合！みんなで「アイ～ン！」  ４月７日校庭にて 

子供たちと一緒に過ごした 4 日間や休校中にも子供たちのがんばる姿や素敵な姿がたくさんあ

りました。 
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がんばったよ！入学式の準備と片付け 

初めての高学年の仕事として、１年教室

や体育館の準備や片付けに６年生と一緒に

取り組みました。心を込めて清掃をしたり、

「これも運べばいいですか」と自分から進

んで仕事を見付けて取り組んだりして、１

年生のためにがんばろうという高学年らし

い気持ちが感じられました。 

休校中も素敵なみんな！ 

  電話で子供たちに生活の様子を尋ねると、

一人で留守番をがんばっていることや、好き

な折り紙や料理を楽しんいること、おばあち

ゃんと畑仕事をしていることなどをしっかり

と元気に教えてくれました。家庭訪問でも家

族で仲良く遊んでいる姿や笑顔で手を振って

くれたりする姿を見かけ心が温かくなりました。 

 



 

 

私たちは、今、長期の休校という今までにない困難な経験をしてい

ますが、この「困難を乗り越えていく」という力は、これからの子供

たちに身に付けてほしい大切な力とも言えます。私は、日本人女性 

で初めてエベレストに登頂した部井淳子さんのお話を聞いて、今でも困難なことが起きたときに 

考えるヒントにしていることがあります。それをクイズにしたので、ぜひ親子で考えてみてくだ 

さい。                       （答えは、一番下に書いてあります。） 

エベレスト登山は、命がけです。今のピンチを乗り越えるためにどう解決していくか前向き 

な考えをする人を選ぶそうです。なるほどですね。 

 今は大変なときですが、私たちも前向きに考えてチャンスにしていきたいものです。 

・「今だからできること」「今しかできないこと」に取り組んで、「自分の可能性」を見付けてみ

ましょう。 

・「今の自分にできること」「自分がすべきこと」に取り組んで、「自分の役割」を見付けてみま

しょう。 

クイズの答え ３ 

問題 エベレスト登山に挑戦するときにどんな人を仲間に選ぶでしょう？ 

     もし、登山に必要な道具を忘れてきてしまって困ったら、… 

               １ 忘れた原因をしっかりと考える人  

               ２ 文句を言う人  

               ３ 忘れた物の代わりになる物や方法を考える人 

 

休校中の学習について 

休校中の課題は、４年の学習の復習だけでなく、５年の学習内容も進めています。今後も５

年の学習内容を進めていきたいと考えています。教科書やプリント等を使っての学習が中心と

なりますので、操作活動や実験などが必要なものは、学習の順番を入れ替えるなどして対応し

ていきます。授業が再開したときには、休校中の学習内容も再度確認しますが、漢字や社会の

地名等の覚える学習（課題としても出ます）は、この機会にできるだけ覚えるよう声かけをお

願いします。また、課題は、基本的にお子さんが一人で取り組むことができる内容ですが、分

からないときや困っているときには、ご家族が一緒に考えたり、分かる範囲でやり方を教えた

りしていただけると、お子さんが安心して学習に取り組めると思います。ご協力をお願いしま

す。また、今週より連絡カードを同封しました。子供から近況や困っていること等を書いて次

回の学習課題と一緒に提出してください。こちらからも返事を書いて交流をしていきたいと思

います。 

 
○家庭科 

家庭科では、調理・裁縫など生活に必要なこと、生活を豊かにするために役立つ

ことを学習します。また、外国語では、英語の表現や海外の文化に親しみ、コミュ

ニケーション能力の素地を育てていきます。 

 

○理科 

区域の「子育てサロン」で交流を行います。幼児と関わりながら、自分のよさを

見付け、そのよさを生かして進んで交流することを目指します。 

 

○家庭科 

家庭科では、調理・裁縫など生活に必要なこと、生活を豊かにするために役立つ

ことを学習します。また、外国語では、英語の表現や海外の文化に親しみ、コミュ

ニケーション能力の素地を育てていきます。 

 

親子で 

考えよう 
 


